
環境バイオ全般畜産農業食品医療・医薬化粧品塗料・印刷電力・発電紙・パルプガラス・セラミックス繊維ファインケミカル自動車部品電子材料石油・素材非鉄金属鉄鋼

注 目 の 新 技 術・新 展 開

長年の色素に対する知識・ノウハウの蓄積から、染料と顔料が
それぞれ持っている長所を併せ持つ染色・着色手法を開発し、
「ダイストーン」というブランドで展開しています。ダイストーン
は従来の顔料のようにバインダー（エマルジョン）を用いずに、
架橋剤で硬化させることで繊維に固着させ、染料のような色
相・色合いの良さと、顔料のような処理工程の簡便さ、エネル
ギーコスト・環境負荷の軽減という、両者の長所を取り入れて
います。これらの手法をインクジェットにも適用し、応用先の
拡大を図っています。

左：「ダイストーン」の繊維への染色例
右：インクジョット捺染用インキ「ダイストーンデジエース」

色素をキーワードに３つの分野を主要事業としています。１つ目は、捺染剤や防染剤等の染色加工製品で、そこで使用さ
れる顔料やバインダー、助剤などを開発製造しています。２つ目は、その技術を生かた繊維向けの転写紙で、多様な生地
への接着性、洗濯耐性に優れた製品を製造販売しています。３つ目は更なる付加価値を持たせるため、温度や紫外線に
より発色が変化するクロミック色素などを利用した文具・塗料等の開発製造です。事業どうしの相乗効果を高めながら
展開しています。

コ ア 技 術 と 事 業 概 要

お問い合わせ

株式会社松井色素化学工業所株式会社松井色素化学工業所
京都グリーンケミカル・ネットワーク　参画企業

企業情報 1923年の絵具商としての創業に始まり、画材の取り扱いから、捺染剤、
防洗剤、転写紙の製造販売に事業を広げる。また、熱可逆変色性色素な
どのクロミック色素の分野にもいち早く参入し、色変わりTシャツや髪の
色が変わる人形などのヒット商品も生み出してきた。京都に本社を置き、
東京・大阪、中国上海の営業所のほか、米国に現地法人を設立している。

取引の多い業界分野

業界の位置づけ 基礎製品 誘導品 機能性材料 最終製品
川上 川中 川下

＞ ＞ ＞

UV応答色素Photopia®。ほかにも
サーモクロミック（可逆および不可
逆）色素などを商品化している。
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繊維向けの染色加工製品、転写紙を軸足に
機能性材料開発で新たな展開を図る
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機能性材料開発で新たな展開を図る

京都グリーンケミカル・ネットワーク（KGC-net）事務局
電話　   075-603-6703　
E-mail　kgc-net@astem.or.jp

〒612-8374
京都市伏見区治部町105番地　京都市成長産業創造センター


